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［論文要旨］

はじめに
❶牧畜民ヒンバのくらしと墓

❷埋葬のようす
❸埋葬の場所

❹墓参りと通過儀礼にみる，生きる者たちの成長
❺考察

おわりに

　人が亡くなったときにその遺体をどうするのかについては，さまざまな慣習がみられる。すなわ
ち，遺体を埋葬するのか否か，埋葬する場合にはそれをどのような手順でおこない，そこに墓石や
墓碑などを置くのかといった，埋葬方法や墓の装飾様式などは，地域や集団によって，また時代に
よってもさまざまなかたちをみせる。本稿では，ヒンバなどの事例を参照しつつ，墓と，遺された
／生きる者たちの営みとのかかわりについて考察する。
　ヒンバは南部アフリカにくらす牧畜民であり，他のさまざまな集団とのかかわりや植民地統治（委
任統治）の影響を受けつつ，それぞれの時代の状況に応じて大小の範囲を移動し，家畜を連れて遊
動生活をおくってきた。そうしたなかで，彼らは遺体を埋葬する習慣をもち，そこに墓石などを置
いて埋葬場所を明示する。さらに近年では，死者の年齢や性別によっては氏名や生没年の他，ウシ
や銃などさまざまなモチーフを刻んだ墓碑を築く事例も少なくない。
　本稿ではそうした墓の様式の実態と変化を概観し，さらには，どこに墓を築くかという遺体の埋
葬場所の選択や，実際の埋葬（式）のようす，墓参りとそれに連動しておこなわれる通過儀礼など
に着目して，おもに生きている者の側の観点から墓をめぐる人びとの実践について検討し，考察を
おこなった。
　その結果，第一に，墓の場所の選択は，埋葬された死者のみならず遺された／生きる者にとって
も重要な意味をもち，そこには，死者の社会的な地位や権力を誇示しつつ，それらを手がかりとし
て生きる者たちが土地とのつながりを示し，社会的・政治的な力と権利を表現しうる側面があるこ
とを明らかにした。第二に，葬礼や 2～3 年に一度おこなわれる墓参りは，さまざまな通過儀礼と
連動しつつ，墓に埋葬された故人（祖先）と生きている者たちとのつながりを確認し，明示化する
機会となっていることを示した。その過程をとおして，親しい者の死を受け入れて，それを個人や
集団の成長へとつなげていこうという人びとの実践の様態を明らかにした。
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